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４
年
間

小値賀町議会議員決まる 議長に横山弘藏議員

　4 月 16 日の告示日に立候補の届け出をしたのは８人。定数 8 のため、そのまま全員当選
となりました。任期は令和 5 年４月 29 日までの 4 年間です。
　4 月 30 日には初めての本会議が開かれ、4 年間の通年会期制※①がスタートしました。
　会議では議長選挙と副議長選挙が行われ、それぞれ横山弘藏議員と今田光弘議員が選ばれ
ています。任期は４年間です ( P 4 ～ )。
　また、監査委員※②には浦英明議員が再任されました。
　各委員会のメンバーと委員長と副委員長も決まり ( P6 ～ )、委員会活動が始まっています。

※
②　

監
査
委
員
は
、
地
方

自
治
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ

れ
る
、町
の
独
立
機
関
で
す
。

　

町
の
財
政
事
務
や
経
営
に

関
す
る
事
業
の
管
理
が
、
法

令
に
従
っ
て
適
正
か
つ
効
率

的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

人
数
は
2
名
。
識
見
を
有

す
る
者
か
ら
1
名(

現
在
は

村
田
宏
司
さ
ん)

、
議
員
の

中
か
ら
1
名
が
議
会
の
同
意

を
得
て
選
任
さ
れ
、
任
期
は

4
年
で
す
。

※
①　

小
値
賀
町
議
会
は
通

年
会
期
制
で
す
。

　

条
例
に
よ
り
会
期
を
通
年

と
し
、「
定
例
会
」
や
「
臨

時
会
」
の
区
分
を
な
く
し
ま

し
た
。

　

任
期
当
初
の
初
議
会
は
町

長
が
招
集
し
ま
す
が
、
そ
の

後
は
自
動
的
に
1
年
間
が
会

期
と
な
り
ま
す
。

　

議
会
が
主
体
的
に
い
つ
で

も
本
会
議
を
開
く
こ
と
が
で

き
、
委
員
会
活
動
も
常
に
で

き
る
こ
と
か
ら
、
町
政
へ
の

監
視
機
能
が
強
ま
り
ま
す
。

こ の 8 人 で　 が ん ば り ま す

西村久之町長もデビュー
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小
値
賀
の
魅
力
を
最
大
限
生
か
し
た
い
も

の
で
す 横

ヨ コ ヤ マ コ ウ ゾ ウ
山 弘 藏

射手座　A 型　67 歳　６期目

初
心
を
忘
れ
ず
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
代
表

と
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
が
ん
ば
り
ま
す

今
イ マ ダ ミ ツ ヒ ロ

田 光 弘

射手座　A 型　61 歳 　2 期目

「
死
に
が
い
」
の
あ
る
小
値
賀
町
を
目
指

し
、
専
門
性
を
活
か
し
て
頑
張
り
ま
す

近
コンドウリュウジロウ

藤 隆 二 郎

射手座　AB 型　53 歳　１期目

人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
み
、
活
力
あ
る

町
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す

松
マ ツ ヤ ジ ロ ウ

屋 治 郎

牡羊座　AB 型　74 歳　３期目

己
の
信
念
の
も
と
、
町
長
と
二
歩
離
れ
ず
一

歩
近
づ
か
ず
、
程
良
い
関
係
を
保
ち
ま
す

黒
ク ロ サ キ マ サ ヨ シ

﨑 政 美

乙女座　A 型　76 歳　４期目

所
得
向
上
に
つ
な
が
る
政
策
を
町
民
の
皆

さ
ん
と
協
議
し
、
取
り
組
み
ま
す

末
ス エ ナ ガ イ チ ロ ウ

永 一 朗

天秤座　O 型　79 歳　４期目

活
力
あ
る
産
業
の
実
現　

愛
情
あ
る
福
祉
の

構
築　

夢
の
あ
る
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す

宮
ミ ヤ ザ キ ヨ シ ヤ ス

﨑 良 保

双子座　A 型　64 歳　４期目

思
い
や
り
の
あ
る
町
政
の
実
現
を

浦
ウ ラ ヒ デ ア キ

英 明

獅子座　B 型　70 歳　５期目
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鳥
取
県
知
事
や
総
務
大
臣
を
歴
任
し
、
現

早
稲
田
大
学
教
授
の
片
山
善
博
氏
が
新
聞

に
、「
自
治
体
の
主
体
性
」
と
い
う
表
題
で

意
見
を
述
べ
て
い
た
。

　
「
最
近
の
自
治
体
の
機
関
で
決
定
的
に
機

能
不
全
な
の
が
議
会
だ
。
議
会
は
地
域
の
問

題
を
自
分
た
ち
で
決
め
る
組
織
で
あ
り
、
責

任
を
持
っ
て
決
め
る
建
前
に
な
っ
て
い
る
が

機
能
し
て
い
な
い
。」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

本
来
、
議
会
の
権
能
と
し
て
①
意
志
決
定

機
能
②
監
視
機
能
③
政
策
立
案
機
能
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
今
回
の
当
町
の
町
長
選
挙
で
、
町

長
候
補
と
行
動
を
共
に
し
、
応
援
演
説
を
行

っ
て
い
た
議
員
が
い
た
。
二
元
代
表
制
を
ど

う
理
解
し
て
い
る
の
か
、
先
に
挙
げ
た
議
会

の
権
能
を
著
し
く
削
ぐ
も
の
で
は
な
い
か
、

首
を
か
し
げ
た
く
な
る
。

　

小
さ
い
議
会
で
は
あ
る
が
、
地
方
自
治
の

崩
壊
阻
止
を
私
た
ち
小
値
賀
町
議
会
か
ら
全

国
に
発
信
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　

第
一
に
、
議
会
基
本
条
例
を
遵
守
す
る
。

常
に
住
民
の
思
い
に
寄
り
添
い
、
共
に
考
え

行
動
す
る
議
会
運
営
に
努
め
る
。

　

近
年
、
地
方
議
会
の
「
議
員
の
な
り
手
不

足
」
は
絶
滅
危
惧
種
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
問
題
は
「
住
民
自
治
の
根
幹
」
と

し
て
の
議
会
制
民
主
主
義
を
堅
持
す
る
た
め

に
も
、
し
っ
か
り
議
会
と
し
て
取
り
組
み
た

い
。

　

ま
た
、
若
者
、
女
性
の
多
様
な
人
材
が
町

政
に
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
望
ん
で
い

る
。

　

小
値
賀
町
は
合
併
し
な
い
道
を
選
ん
で
今

日
ま
で
15
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、
政
策
課

題
は
山
積
み
で
あ
る
。

　

今
回
議
員
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
ま
た
町

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
人
口
減
少
、
後
継
者

不
足
な
ど
の
問
題
を
解
決
し
た
い
。

　

令
和
の
年
を
迎
え
、
心
も
新
た
に
議
会
運

営
に
努
め
て
い
き
た
い
。　

二元代表制を守り、地方議
会の崩壊阻止を小値賀町議
会から発信したい

黒﨑政美議員

　

今
回
の
選
挙
は
小
値
賀
町
初
の
無
投
票
と

な
っ
た
が
、
無
投
票
当
選
者
が
真
の
意
味
の

住
民
代
表
と
言
え
る
の
か
疑
問
を
持
ち
、
そ

の
対
策
を
早
急
に
行
う
た
め
議
長
に
立
候
補

し
た
。

平
成
23
年
よ
り
、
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
、
情
報
の
提
供
と
共
有

化
を
図
り
、
町
民
の
積
極
的
な
参
加
を
求
め

る
議
会
基
本
条
例
を
制
定
す
る
な
ど
、
議
会

改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

一
方
で
、
人
口
減
少
を
理
由
に
議
員
定
数

を
減
ら
し
た
結
果
、
各
議
員
の
活
動
日
数
が

増
え
、
ま
す
ま
す
若
い
人
や
女
性
が
立
候
補

す
る
環
境
が
厳
し
く
な
っ
て
き
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
4
年
後
の
選
挙
に
は
定
数

割
れ
も
考
え
ら
れ
る
。
全
国
的
に
も
注
目
さ

れ
て
い
る
小
値
賀
町
議
会
が
そ
う
な
ら
な
い

た
め
に
も
、
議
員
報
酬
の
見
直
し
や
議
会
の

魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
早
急
に
対
策

を
講
じ
る
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。　

若い人や女性が立候補でき
る環境づくりに早急に取り
組む

宮﨑良保議員

横山弘藏議員

住民自治をいかに掘り起こ

すか、一層努力したい

議長に立候補します

議 長 ・ 副 議 長 選 挙
投票の判断材料に～
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～立候補者は所信を表明　

　

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
小
値
賀
町

議
会
の
議
会
改
革
の
取
り
組
み
だ
が
、
ま
だ

ま
だ
す
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

風
通
し
が
よ
く
、
自
由
か
っ
達
な
意
見
交

換
が
で
き
、
小
値
賀
町
民
の
福
祉
の
向
上
と

町
の
将
来
を
し
っ
か
り
考
え
る
議
会
で
あ
る

こ
と
が
必
要
だ
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
町
民
か
ら
選
ば
れ
た
町

長
と
議
会
が
、
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
お

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
高
め
あ
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。　

　

こ
の
先
の
４
年
間
、
議
員
個
人
と
し
て
今

ま
で
以
上
に
頑
張
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

議
会
改
革
を
実
の
あ
る
も
の
に
し
、
ま
た
、

議
員
の
な
り
手
不
足
の
解
決
に
向
け
て
も
全

力
で
取
り
組
む
強
い
気
持
ち
だ
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
誇
れ
る
議
会
を
議
長
と
共
に

作
っ
て
い
こ
う
と
決
意
し
、
立
候
補
の
所
信

表
明
と
す
る
。

町民に信頼され、町民が誇

れる議会にしたい

今田光弘議員

　

小
値
賀
町
は
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が

進
み
、
町
全
体
が
働
き
手
・
人
材
不
足
。

　

ま
た
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
・
漁
業
、
商

工
業
に
お
い
て
も
後
継
者
不
足
が
進
み
、
町

全
体
の
機
能
、
そ
し
て
活
力
も
低
下
し
て
い

る
。

　

町
議
会
議
員
の
な
り
手
も
少
な
く
、
こ
の

た
び
の
町
議
会
議
員
の
選
挙
は
、
小
値
賀
町

始
ま
っ
て
以
来
の
無
投
票
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
以
上
の
人
口
減
少
、
働
き
手
・
人
材

不
足
が
進
め
ば
、
地
域
の
暮
ら
し
を
守
る
こ

と
も
困
難
に
な
る
。

　

若
い
人
が
希
望
を
も
っ
て
住
め
る
。
ま

た
、
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
し

た
い
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
若
手
・
女
性
等
幅
広
い

層
の
議
員
が
増
え
て
ほ
し
い
。

　

議
員
に
立
候
補
し
や
す
い
環
境
整
備
を
行

い
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
の
思
い

で
立
候
補
し
た
。

　
　

町の活性化のため、若手・
女性等幅広い人材の活用を
推進する

松屋治郎議員

副議長に立候補します
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地
方
自
治
法
上
、
副
議
長
は
「
議
長

に
事
故
が
あ
る
と
き
」、「
議
長
が
欠
け

た
と
き
」
に
議
長
の
職
を
行
う
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ふ
だ
ん
は
あ
ま
り
表
に
出
な
い
立
場

で
す
が
、
横
山
議
長
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を

作
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

町
長
が
船
長
な
ら
、
議
会
は
舵
取
り

を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

万
が
一
船
長
（
行
政
側
）
の
考
え
が

町
民
の
思
い
と
離
れ
て
い
れ
ば
、
正
し

い
道
を
進
む
よ
う
修
正
し
ま
す
。

　
「
町
民
と
共
に
考
え
決
断
す
る
」

　

そ
の
よ
う
な
議
会
運
営
に
し
っ
か
り

取
り
組
み
ま
す
。　

横山議長より
※
①　

正
副
議
長
の
選
出
に
当
た
り
、
立
候

補
者
は
議
会
運
営
の
姿
勢
や
議
会
活
動
の
方

向
性
や
意
気
込
み
な
ど
に
つ
い
て
、
本
会
議

場
で
所
信
を
表
明
し
ま
す
。

　

議
会
の
透
明
性
を
よ
り
高
め
る
た
め
の
、

小
値
賀
町
議
会
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
の
一

つ
で
す
。

今田副議長より

※①



総務文教厚生常任委員会

産 業 建 設 常 任 委 員 会

今
田
光
弘
委
員

横
山
弘
藏
委
員

近
藤
隆
二
郎
副
委
員
長

宮
﨑
良
保
委
員
長

黒
﨑
政
美
委
員

末
永
一
朗
委
員

今
田
光
弘
委
員

横
山
弘
藏
委
員

黒
﨑
政
美
委
員

松
屋
治
郎
委
員
長

浦
英
明
副
委
員
長

末
永
一
朗
委
員

宮
﨑
委
員
長
よ
り

　

メ
ン
バ
ー
も
新
し
く
な
り
、
活
動

方
針
も
新
し
く
考
え
ま
し
た
。

①
診
療
所
建
設
の
運
用
に
関
す
る
こ 

 

と
②
ゴ
ミ
処
理
の
今
後
の
方
針
に
関
す 

 

る
こ
と

③
こ
ど
も
園
の
改
修
後
の
運
用
に
関 

 

す
る
こ
と

④
野
崎
島
自
然
環
境
条
例
の
設
置
に 

 

関
す
る
こ
と

　

他
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
添
え

る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

松
屋
委
員
長
よ
り

　

本
町
で
は
、

①
農
水
産
物
加
工
場
の
設
置

②
有
人
国
境
離
島
新
法
に
よ
る
雇
用 

 

の
拡
充
・
事
業
拡
大
へ
の
支
援

③
農
水
産
物
の
輸
送
コ
ス
ト
の
補
助

④
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
登
録

⑤
観
光
産
業
の
基
盤
整
備

　

な
ど
、
産
業
振
興
の
た
め
の
基
盤

は
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
町
の
活
性
化
の
た
め
に
は

こ
れ
ら
を
効
果
的
に
利
活
用
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、

希
望
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
小
値
賀
町

に
な
る
よ
う
、
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

出納室、総務課、選挙管理委員会、監査委員、住民課、
福祉事務所、診療所、教育委員会等に関する事務及
び他の常任委員会に属しない事務を所管します。

産業振興課、建設課、農業委員会に関する事務を所
管します。

常 任 委 員 会
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広 報 常 任 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

近
藤
隆
二
郎
副
委
員
長

黒
﨑
政
美
委
員

今
田
光
弘
委
員
長

浦
英
明
委
員

宮
﨑
良
保
委
員

今
田
光
弘
委
員

松
屋
治
郎
副
委
員
長

近
藤
隆
二
郎
委
員
長

浦
英
明
委
員

宮
﨑
良
保
委
員

近
藤
委
員
長
よ
り

　

議
会
運
営
委
員
会
が
扱
う
事
項
は
、

地
方
自
治
法
１
０
９
条
３
項
で
、
次
の

3
つ
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項

②
議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会
に
関
す 

 

る
条
例
等
に
関
す
る
事
項

③
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項

　

新
人
議
員
で
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ

と
も
多
い
の
で
す
が
、
可
能
な
ら
ぜ
ひ

「
広
聴
機
能
」
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
効
果
的
に
伝

え
る
議
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

今
田
委
員
長
よ
り

　

議
会
だ
よ
り
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

を
代
表
す
る
議
会
の
、
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
堅
い
内
容
に
な
り
が
ち

で
す
が
、
分
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す

い
議
会
だ
よ
り
に
な
る
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。

　

議
会
っ
て
何
を
し
て
い
る
の
?

　

議
会
っ
て
必
要
な
の
?

　

議
員
の
仕
事
っ
て
楽
し
い
の
?

　

皆
さ
ん
の
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
や
質
問

に
も
、
し
っ
か
り
答
え
ら
れ
る
よ
う
な

紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

発
行
は
年
に
4
回
程
度
。
ぜ
ひ
手
に

と
っ
て
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議会の広報に関する事務を所管します。

議 会 事 務 局

議
会
事
務
局
よ
り

　

議
会
事
務
局
長
の
橋
本
博

明
と
書
記
の
森
知
佳
で
す
。

　

二
人
と
も
初
め
て
経
験
し

た
「
初
議
会
」
で
し
た
が
、

滞
り
な
く
終
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
、
新
た
な
議
会
構
成

の
下
で
行
わ
れ
る
議
会
活
動

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
二

人
の
事
務
局
職
員
で
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

議会を通じて町民へのサービスを行う、縁の下の力持ち的
な存在です。
庶務に関すること、議事に関すること、調査に関すること
など、議会の広い範囲の仕事をします。

小値賀町議会だより第 108 号（7）
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平
成
最
後
の
、
4
年
に
一
度

の
統
一
地
方
選
挙
が
終
わ
り
ま

し
た
。

　

小
値
賀
町
議
会
議
員
選
挙
で

は
、
立
候
補
者
が
定
数
と
同
じ

8
人
だ
っ
た
た
め
、
無
投
票
で

当
選
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

役
場
総
務
課
の
話
で
は
、
記
録
が
残

る
中
で
は
小
値
賀
町
始
ま
っ
て
以
来
の

無
投
票
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　　

議
員
の
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
な
い
。

　

議
員
報
酬
が
低
す
ぎ
る
。

　

人
前
で
話
す
の
は
苦
手
だ
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
い
ろ
い
ろ
な
声
を

耳
に
し
ま
す
。
け
れ
ど
、
議
員
は
皆
さ

ん
の
代
表
で
、
地
方
自
治
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
重
要
な
存
在
で
す
。

　

社
会
の
た
め
に
尽
く
す
|　

議
員
の

仕
事
は
幅
広
く
、
深
く
、
決
し
て
楽
と

は
言
え
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以
上
に
大
き

な
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
が
、
議
員
や
議
会
の
い

ろ
い
ろ
な
情
報
を
読
み
や
す
く
、
わ
か

り
や
す
い
紙
面
で
皆
さ
ん
に
お
届
け
で

き
る
よ
う
、
5
人
の
編
集
委
員
が
力
を

合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

(

今
田
光
弘
編
集
長)

編 集 後 記

次回の定例月会議は 7月 16 日（火）から３日間の予定

一般質問は、7月 16 日午後 7時からを予定しています。

本会議だけでなく、ふだんの委員会や全員協議会も傍聴することができます。

詳しいことは、議会事務局までお問い合わせください。

「小値賀小学校の運動会」

お天気に恵まれた令和元年 5 月 26 日。
　一生けん命　走る人。
　一生けん命　応援する人。
　一生けん命　準備する人。
それぞれが自分の役割を果たし、充実し
た良い一日でした。

５ 月 会 議

　令和になって初めての、令和元年 5 月会議を 5 月 23 日に開きま
した。
　西村久之町長の所信表明演説に続き、空席となっていた副町長に
近藤進氏を選任する議案が出され、全員異議なしで同意し、決定し
ました。
　任期は、令和元年 6 月 1 日から４年間です。

新副町長に近藤進氏

編　　　集　　小値賀町議会広報常任委員会

発行責任者　　小値賀町議会議長

電　　　話　　0959-56-3111

表紙の写真

前診療所事務長の近藤進氏


